
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式
が

地
元
で
行
わ
れ
る
た

め
、
光
寿
会
に
も
協
力

依
頼
が
あ
り
、
光
寿
会

と
し
て
は
餅
撒
き
用
の

俵
の
作
成
な
ど
で
協
力
　
・

す
る
こ
と
が
申
し
合
わ

さ
れ
ま
し
た
。
広
報
が
　
一

お
手
元
に
届
く
頃
は
す
　
一

で
に
終
わ

っ
て
お
り
ま

す
が
、
頼
成
に
と

っ
て
　
　
（

百
年
に

一
度
あ
る
か
無

い
か
の
大
き
な
出
来
事

に
出
会
え
る
の
だ
と
い

う
前
向
き
の
姿
勢
で
協

力
し
た
い
も
の
で
す
。

な́
）

″暉
　
の
　

つヽ
　
た

花

素
の
移

を
落

か
せ
て
下
萌

ゆ
る

林
春
月
子

光
寿
会
の第
四十
七
日定
期
総
会

第
四
十
七
回

（平
成
二
十
二
年

度
）
頼
成
光
寿
会
定
期
総
会
が
、
三

月
十
日
、
頼

成
い
か
る
ぎ

館
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、

議
長
に
武
部

由
美
子
さ
ん

を
選
出
し
た

あ
と
、
事
業

・
予
算
な
ど

が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

事
業

・
予
算
と
も
ほ
ぼ
前
年
度
と

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
二
月
末

に
砺
波
東
　
．１

ｍ一

議
事
終
了
後
、
市
の
健
康
セ
ン
タ
ー
加
納
保
健
師
の

健
康
作
り
に
関
す
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
懇
親
会
に
う
つ
り
、
賑
や
か
に
話
し
合
っ

た
あ
と
午
後
二
時
前
解
散
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
　
光
寿
会
役
員

坂
東
　
国
香

会
計
　
武
部
　
幹
夫

国
香
　
　
　
齋
藤
美
智
代

利
和
了
嵩一

恒
例
の
御
忌
法
会
が

三
月
十
四
日
、
い
か
る

ぎ
館
に
於
い
て
催
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
中
南
桂
寺
住
職

の
法
話
、
御
文
の
読
誦

が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
今
年
度
物
故

さ
れ
た
林
泰
克
様
（暢
響
院

釈
法
潤
ｙ
林
定
信
様

（専
徳

院
釈
定
入
）
、
八
田
敏
夫
様

（釈
明
信
）
、
林
賞
様

（釈
俊

浄
）
ら
四
氏
の
ご
遺
族
を
招

い
て
の
追
悼
法
要
と
、
西
慶

寺
、
常
称
寺
両
住
職
の
法
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
番
は

善
導
常
会
で
し
た
。

監 役庶 副 会
事          務 会 長
◇ ◇ ◇◇◇◇ ◇員 長
公 善 J[:正北西坂

逸紀林林林八林林林八八林坂 興  蘇
子子
 要管黒和邦澄 

田 東 志 嵩春

文 川  林 八 北
名 導 原覚明原 東  田條

豆

彼矩み孝紘子子

高武
畠部

孝律
子子

林開
田

0ヽ  か  る き

な 開

通

祝

う

宝

船

本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
？

民
主
党
の

「子
供
手
当
て
」
は
、
中
学
生
ま
で
の

子
供

一
人
当
た
り
に
対
し
て
、
月
額
二
万
六
千
円
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（た
だ
し
、
今

年
度
と
来
年
度
は
半
額
の
一
万
一一一千
円
）
少
子
化
対
策
な

の
で
、
家
庭
の
年
収
に
関
係
な
く
子
供
を
持
つ
全
て
の
家
庭
に

支
給
す
る
と
鳩
山
さ
ん
は
明
言
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
余
計
な
お

節
介
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
寵
児
で
知
事
と
し
て

の
年
収
二
千
五
百
万
円
、
テ
レ
ビ
の
出
演
料
を
入
れ
る
と
億
単

位
の
年
収
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
大
阪
府
知

事
の
橋
本
さ
ん
に
も
も
ち
ろ
ん
支
給
さ
れ
ま
す
。
橋
本
さ
ん
は

七
人
も
の
子
福
者
な
の
で
、
月
額
十
八
万
三
千
円
、
年
額
に
す

る
と
な
ん
と
二
百
四
十
万
円
余
も
の
子
供
手
当
が
も
ら
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
逆
に
年
収
五
百
万
円
程
度
で
奥
さ
ん
が
専
業

主
婦
、
中
学
生
以
下
の
子
供
が
い
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で

は
、
子
供
手
当
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

子
供
手
当
の
財
源
の

一
部
に
充
て
る
た
め
配
偶
者
控
除
を
廃
止

す
る
と
い
う
こ
と
で
逆
に
増
税
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
納
得
で
き
な
い
の
は
、
子
を
持
つ
全
て
の
家
庭
に
支

給
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
頃
や
た
ら
と
目
立
つ
子
供
を
虐
待
し

て
、
挙
げ
句
の
果
て
に
餓
死
さ
せ
る
鬼
の
よ
う
な
親
に
も
支
給

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
理
不
尽
な
手
当
を
支

給
す
る
よ
り
、
手
当
に
充
て
る
何
兆
円
と
い
う
巨
額
な
金
を
、

ま
っ
と
う
な
母
親
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
保

育
施
設
な
ど
の
充
実
に
使
う
方
が
よ
ほ
ど
生
き
た
使
い
方
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
日

含
一十
二ハ
日
）
、
民
主
党
が

多
数
で
子
供
手
当
法
案
を
国
会
に
お
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

橋の渡り初めに繰り出す イ::民が手ll:り

曖
欝
鶴
芙
Ｌ

で
響

三
月
二
十
七
日
行
わ
れ
る

砺
波
野
大
橋
の
開
通
式
に
向

け
て
地
元
頼
成
地
区
は
そ
の

記
念
行
事
の
準
備
に
大
わ
ら

わ
で
す
が
、
光
寿
会
も
そ
の

一
翼
を
担
っ
て
、
十
七
日
持

ち
撒
き
用
の
俵
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
林
甚
松
さ
ん

方
の
納
屋
で
役
員
を
中
心
に

餅
二
千
五
百
個
を
入
れ
る
俵

十
五
を
作
り
ま
し
た
。
（写
真

記
事
は
富
山
新
聞
提
供
）
。
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｀
組 り
°
めて
｀
上人鷲彗

二警の工 ‐/J万 ‐Fl■l‐物
肛請ハ加 べに牛器ム 家夫官 と割 く ツよ

｀
富に

外頼の初 が賑宝村会
竺晟三ぶ 符常喬干頁吹 婦や の`す卜り地山詰

開権県め開権県め
通者知か
式 ら事け
がにやま
行よ国し
わ り会た

心
鑢
な
妙
で
爾
麓
鍾
鑢
癬

砺
波
東
バ
イ
パ
ス
久
泉

・
頼
成
聞
爾
遍
式

間
に
お
け
る
降
積
雪
に
よ
つ

て
発
生
し
て
い
る
交
通
障
害

の
解
消
を
図
る
た
め
、
平
成

九
年
度
に
事
業
化
さ
れ
、
そ

の
後
、
平
成
十
二
年
度
に
矢

木
ま
で
、
十
五
年
度
に
久
泉

ま
で
、
合
わ
せ
て
三
、
三
』

の
区
間
が
完
工
し
供
用
を
始

め
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
頼

目
処
が

つ
い
て
お
ら

ず
、
バ
イ
パ
ス
と
し

て
の
機
能
を
完
全
に

果
た
す
ま
で
に
は
ま

だ
年
月
が
か
か
り
そ

う
で
す
。

さ
ん
、
林
博
好
さ
ん
、
高

畠
又
六
さ
ん
の
三
家
族
が

晴
れ
や
か
な
お
姿
で
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
た
い
へ
ん

お
目
出
度
い
こ
と
で
光
寿

会
と
し
て
も
心
か
ら
お
祝

い
し
た
い
も
の
で
す
。

砺波東
バイ
パ
スの概
要

砺
波
東
バ
イ
パ
ス
は
砺

波
市
芹
谷
か
ら
同
高
道
間

六
、　
一
』
の
四
車
線
バ
イ

パ
ス
で
す
。
こ
の
バ
イ
パ

ス
は
現
在
の
道
路
の
幅
員

が
狭
い
た
め
、
特
に
冬
期

庄湊新の内地成川
線
ま
で
開
通
し
た
こ
と

に
よ
り
、
総
延
長
四
、
四

血
が
通
行
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
芹
谷
ま

で
の
残
り

一
、
九
血
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
着
工
の

3月 のらんじょ浮世亭は、いつも
の定番メ ニューのほか、毎年三か、毎年二り た 含 ハ  ー ユ

~り
ほ ″■、 世 千 二

月に実施してい るス カット・羽図 匡 腱 E謝 盟 画 国 幽 ELげ
月 に 実 施 し て い る ス  カ ッ ト・ 羽

根っこの第二回大会を開催し ました。全員が両方のゲームに
参加、お互いに得点の計算をしたり声援を送ったり、和気あい参加、お互いに得点の計算をしたり声援を送ったり、和気あい
あいのうちに楽しく時を過ごしました。
結果は次の通りでした。
スカットの部  優勝 林  博 次勝 林  彼  三位 林ユキ子
羽根っこの部 優勝 齋藤富美子 次勝 北條蘇春  三位 林 愛行
午後 の書写・ 朗誦 の集 いは、仏説阿弥陀経終 了のあとをう

けて、新たに蓮如聖人の御文に取り組むことになり、その第一回目として五帖の第一 「末代無
知」を読み書きしました。       __ ‐‐―‐‐……・ ―

―
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験機鐘零M19簿 轟蠅 1機 囃
《本曜園》です。

満開(予想)の庄川堤の桜を見な
がらの昼食会を、やまぶき荘で開
きます。
会費は1.500円です。ご希望
の方は光寿会の常会役員まで申し
出て下さい。

弔

事

二
月
二
十
五
日

林
　
み
さ
い
　
様

享
年
　
数
え
年
八
十
二
歳

心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
し
ま
す

懸
周七
爾
｛水
）
か
儀

範
邁水
量ヽ
罐
国
の年
後
一時
華
織
饗会
甕
籍
絲譲
す
。

鸞
朦
＆
艤
踪
が
贔繭一一華鰤嚢
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

ハ

ト

３

ゴ

ロ

こ

で

Ｅ
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易

こ
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